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＜事例検討＞

板橋　雅勝様（67）　統合失調症　デイケア利用開始：1ヶ月　

　　　　　　　　　　住居：お母様と同居
検討内容治療計画の立案

治療計画
1 本人と話し合いを行い、今後の目標について明確に定めていく。

2 デイケアに通うことで家族との距離を保ち、生活の楽しみを見つけるきっかけとしていく。スタッフから趣味活動や作業を提案し、本人の興味のあるものを引き出していく。

現状

· お母様との関係について「上手くやれていない」と話されている。

⇒家族との関係や生活状況の確認を行なっていく。

· 卓球が得意だが、自分から集団の中に入っていく事はない。スタッフ促しにて参加することある。

· 「だめだ。出来ない」と話しながら、料理・卓球・写真と得意なことはある。

· 趣味の写真撮影は、交通手段がないため撮りに行けないと話されている。

⇒趣味を上手く活用し、デイケア内の役割作りを行なう（行事での写真撮影など）

· 病識は不十分で、自分の具合が悪い時の状態が分からないと話されている。

· 服薬については、飲めと言われるから服用しているとの事。服薬は習慣化されており、現在は忘薬や怠薬はないとのこと。（訪問看護利用や昼食後薬がないため確認は出来ていない）

⇒定期的に服薬確認し、服薬の必要性を伝えていく。

今後の計画立案
長期目標については、現在は新生活の事で精一杯で、特に考えていないと本人話されている為、今後面談を通じて定めていく。

今後の治療計画
1 定期的に服薬確認し、服薬の必要性を伝えていく。

2 今後の目標について本人と話し合う。

③ 趣味を上手く活用し、デイケア内の役割作りを行なう（新聞写真）

④ 週1回の入浴や更衣のため保清面の介入が必要と思われる。

＜連絡事項＞
· 本日13:00～西舘啓子様デイケア見学。4/29退院予定となっている。
· 人事考課の面談実施していないスタッフ（川井・高森）は4/28（木）5/2（月）に面談を行なう。
· 5/2（月）高田マキ様デイケア利用開始。
＜プログラム検討＞

· 新しいプログラムの起案書を4月中に提出予定。

· プログラムの担当決めを行なう予定。

＜環境整備＞

· 下駄箱管理表作成完了。

· 男性ロッカー⑥番の使用者不明の荷物は4月中で処分予定となっている。

＜新書式検討＞

· 医師記入欄について川端Drよりアドバイスあり、病状の変化（精神面・身体面）のチェック項目を入れていく。また、通所スタッフ記載欄として、計画に沿った記録やプログラムの取り組みに関する記録を取り入れる。

· 経過連絡票は長期目標や短期目標についての記載を行なうようにする。

＜業務改善＞

· 外来受診後の内服薬の処方について検討している。

1 受診日にその日の分までの請求から、前日の分までの請求に変える。薬局で青陽館に内服薬持ってくるだけで、徴収はしない。

2 薬局で内服薬を青陽館に持ってくる時に、医事から領収書と金庫、つり銭を持って来て徴収する。

15時頃内服薬を持って来て、デイケアスタッフがお金の管理を行なう。（当面は水曜日のみ）

3 デイケア利用者の診察時間を午後など一まとめにする。

4 デイケア終了時に利用者が受け取りに行く。

上記の案が挙げられている。

＜利用者様情報＞

繁名　和恵　様～昨日は幻聴の訴えあり、15時すぎまで静養室で休まれている。静養室終了後は表情良くなっている。本日は、銀行へ用事がある為遅刻されているが、パンションからの出発時間が遅くなった事について「幻聴がきつくて」と理由を話されるが、別のスタッフへは寝坊したと話されている。本日表情はよく、強い不調を訴える事なくデイケアで過ごすこと出来ている。

北嶋　　剛　様～デイケア退所されているが、再利用について電話あり。元担当スタッフを指名し、家族を含め3人で面談を行ないたいと話されている。また、面談場所として青陽館以外の場所を希望している。特定スタッフが話しやすいため人事異動となっていないかどうか確認するように母親様に促されたと本人話されている。来週、本人から確認の連絡が来る予定となっている為、外来待合室や相談室で時間設定し面談を行なう事を伝える。場所は病院1階の個室などで、通所SGM（もしくはJGM）を交えて面談を行い、利用目的など確認する。

川口　尚良　様～お花見の時期になり、昨日から飲酒の欲求が強くなってきたと話されている。精神面の変化や飲酒状況など確認を行なっていく。

下妻　康貴　様～昨日のエアロビクス後に入浴したいと要望あり、「風呂ないのにシャワー使ってるんじゃない？」と表情険しくして他者の行動を指摘することがある。エアロビクス講師が脱衣所を使っているだけで、シャワー利用はしていないこと説明しているが、納得していない様子で、浴室利用日について不満を話している。

五日市　公　様～自身の昔からの生い立ちについてスタッフを変えて話されている。独語を話されることはあるが、スタッフへ話す事により表情は良くなっている。今後も、本人の話を傾聴していく。

＜外来患者様情報＞

平　　康子　様　～下腿（すね）が痛いとの訴えあり、ナパゲルン軟膏処方となっている。

柳町　信之　様　～電波で幻聴が聴こえると話されるが、ひどくはないとの事。気になるが気にしないようにしていると話されている。

